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　雄琴神社例祭の11月29日、稚児行列

が賑やかに行われました。

　子供たちの健やかな成長を願い、来年

小学校に入学する子供たちをはじめ、父

兄や氏子など約２００人が参加､雄琴神社

を出発し､大通りなどを練り歩きました。
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科目と予算額
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10

　町では、皆さんに訂の財政状況を正しく理

解いていただくとともに、納められた税金や

国・県支出金がどのように使われているかを

知っていただくために、「財政状況の公表に

関する条例」に基づき、年２回（６月・12月

号広報）財政状況を公表しています。

　今回は、平成10年度上半期（平成10年４月

１日～９月30日）の収入と支出の状況につい

てお知らせします。
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　　　予　算　総　額　　　　　　　　　　1,106万6千円

j

　　　128億5,030万円　　　7’587門

］

　　　　　　　　　　　　1億4,878万2千

宍

　　　　　　　　　　　　7,433万8千

万

諸支出金
　3千円

災害復旧費

1､330万2千円

　予備費

1,750万1千円

　労働費

2,867万5千円

　　議会費

1億5,896万4千円

　　商工費

2億9,214万9千円

　農林水産業費

3億7,241万7千円
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　　消防費

6億3,415万9千円
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　　公債費

11億1,436万2千円
ｙ　でﾌﾟﾉ≪尚ﾉ　　　　　5肌315716千円二
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　　総務費

12億7,477万1千円
づ　　　　　　　　　6億5,426万6千円二
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　　教育費

14億5,651万6千円　　　　　　　　　　　　　　　　6億4,618万5千円し_

　　　　　　　　　　　　　　　　　5億9,701万円
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　　　　　　　　　　　　　　　　5億2,831万9千円

　　民生費

14億5,860万1千円

　　土木費

27億9,651万1千円

言言懸慾言言言言奏言言言題言言言言言言言言靉願皿言皿謳朧 　　衛生費

32億3,236万9千円
2億9,727万1千円二

　　20　　　　　　　　10

支出済額38億6,940万3千円（執行率30.1％）

歳出

科目と予算額

　国庫支出金

　8億54万円

　　県支出金

4億3,308万1千円

5,327万1千円

6､450万8千円

4億1,953万1千円

2億2､363万1千円

　　　　繰越金

　3億6,909万7千円

　　　　繰入金

　2億5,351万1千円

　地方消費税交付金

　　2億1,700万円

　　　　諸収入

　1億ｱ,553万8千円

　使用料及び手数料

　1億6,445万4千円

　　地方譲与税

　　1億5,500万円

自動車取得税交付金

　　1億4,500万円

　　　財産収入

　1億4,145万1千円

　分担金及び負担金

　　8,027万6千円

ゴルフ場利用税交付金

　　　5,500万円

　　利子割交付金

　　　4,500万円

交通安全対策特別交付金

　　　1,000万円

　　　寄附金

　　100万2千円

特別地方消費税交付金

　　　50万円

億

2,884万4千円

8,839万2千円

4,694万6千円

］4,584万7千円

頂

431万2千円

4,772万5千円

2,306万1千円

2,095万2千円

543万9千円

126万2千円
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平成11年３月から操業を開始するゴミ焼却施設

(厚生年金・国民年金積立金還元融資施設)
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諮国民健康保険％

予算額

収入済額

支出済額

　25億8,262万円

11億2,069万5千円

8億3,688万6千円

《税の負担状
ｙ況

68,392円

1世帯たり

216,321円

17,97O円 40,974円 898円 2,761円 5,789円

町民悦 固定資産説 軽自動車税 町たばこ税 都市計画悦

凪837円 129,599円 2,842円 8刀3円 18,310円

邑水道事業魯
回目圧

予算額5億3,357万5千円

事業収益1億9,542万7千円

事業費用　　1億5,302万円

同席崖

予算額5億3,727万3千円

資本的収入　　　229万6千円

資本的支出　　8,093万6千円

資本的収支の収入が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保

資金で補てんしました

J

W

　　疹公共下水道事業疹

予算額　18億7､422万8千円

収入済額　　3億5､209万1千円
……

支出済額　　5億8､026万8千円レ

(収支の不足額は､一般会計から運用しました｡なお、フ

公共下水道事業には､都市計画税の一部が充当されて

います｡)

即奨学資金沙

予算額

収入清韻

支出済額

　170万円宍1

103万5千円j

168万2千円：

　　＠老人保健事業倫

予算額　　27億619万2千円.･〕

収入済額　12億6,053万3千円フ

支出済額　　　11億5,951万円］
収入の不足額は、一般会計から運用しました。

　口農業集落排水事業口

予算額　　8億2,788万4千円

収入済額　　1億2,132万4千円

支出済額　　　　7,243万9千円
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｜　　　　_　　ニ　　　　ー

　　　　　　-　　　　　　-　　　　　　　－



2000年

(平成12年)

４月スタート 介護保険を知ろう
☆とえば要介護庖４の認定の通知を受けた壬生さんは、2000年4月ス

⊇ようなサービスを受けて住みなれた壬生町で、住みなれた家で、高齢
ｹﾞ･一諸に考えてみましょう。

諾
と

介
こ

の
る

卜
送

　
一
を

夕
期 保険万と

かできる

サービスを利用する際は、原則として利用計画を作り、町に提出する必要があります。

　どんなサービスを使ったらよいかわからなかったり、計画を作れないときは、介護支

援専門員（ケアマネージャづという人に作ってもらうことができます。作硯材は無料

です。

　利用計画を作らなくてもサービスは利用できますが、その場合は、費用を利用者が全

額立て替えて支払い、後EI、領収書によって町に９割分の返還（１割は自己負担）を請

求する「償還払い」という方法になります。

４

介護保険で受けられる在宅サービスは次のとおりです。

①訪問介護　訪問介護員（ホームヘルパー）が

　　　　　　家庭を訪問して介護や家事の援助を行う。

②訪問入浴介護

　　　　　　浴槽を積んだ入浴車で家庭を訪問して、入浴の介護を行う。

③訪問看護　看護婦等が家庭を訪問して看護を行う。

①訪問リハビリテーション

　　　理学療法土や作薬疹沃土等が家庭を訪問して、リハビリテーションを行う。

⑤通所介護　デイサービスセンター等において、入浴、食事の提供、機能訓練等を行う。９

⑥通所リハビリテーション

ｓ　　理学療法士や作業療法上等が施設において、リハビリテーションを行う。

印
毎

⑦福祉用具貸与　車椅子やベット等の福祉用具について貸与を行う。

⑧居宅療養管理指導

　　　　　　　医師・歯科医師・薬剤師等が家庭を訪問し、療養上の管理や指導を行う。

⑨短期入所生活介護　介護を必要とする方を福祉施設に短期間あずかる。

⑩短期入所療養介護　介護を必要とする方を医療施設に短期間あずかる。

⑧痴呆対応型共同生活介護　痴呆のため介護を必要とする方々が、10人程度で共同生

　　　　　　　　　　　　　活を営む住居で介護を行う

⑩特定施設入所者生活介護　有料老人ホーム等において提供されている介護等も介護

　　　　　　　　　　　　　保険の対象とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〃〃〃〃四介護保険で受けられる施設サービスを紹介します。

施設サービスは､｢要介護｣の方のみ利用することができるサービスです。

①指定介護老人福祉施設　現在の特別養護老人ホーム（常時介護が必要で在

　　　　　　　　　　　　宅生活が困難な寝たきり高齢者等の利用する施設）

②介護老人保健施設　現在の老人保健施設（病状安定期にあり、入院治療を

　　　　　　　　　　する必要はないが、リハビリ、看護、介護を必要とす

　　　　　　　　　　る寝たきり高齢者等が利用する施設）

③指定介護療養型医療施設　現在の療養型病床群、老人性痴呆疾患療養病棟、

介護力強化病院等（慢性疾患等で長期療養を必要とする高齢者等が利用する施設）



介護サービス利用例

介謹直が認定されると本人と家族の希望に沿って、サービス計画が作成されます。壬生さ

んが認定された『要介護直４』の計画としては下記のような例があります。このほか本人、

家族の状況により計画を変更することもできます。

Ａ
例

Ｃ
例

適所型適所サービスの利吊が可能な場合(通所サービスを含む組み合わせ)

ﾐﾐ月ど 火≒ｌ 水 木 万金 土、 日

ｦﾔ］ 通所介護

または

通所リハ

訪問介護 訪問介護 訪問介護訪問介護 訪問介護訪問介護

゛午

訪問看護 訪問看護

後 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護

(巡回駝 (巡回型) (巡回型) (巡回型) (巡回型) (巡回咄 (巡回型)

短期人所6か月に3週
la祉用具貸与　　車イス、特殊寝台、マットレス、エアーパッド

痴呆型痴呆性高齢者（頻回な通所サービスによる組み合わせ）

ご月 火｀ 水 木 金 土 日

ﾚﾗl言 通所介護

または

通所リハ

通所介護

または

連衡リハ

通所介護

または

通所リハ

通所介護

または

通所リハ

通所介護

または

通所リハ

訪問看護

隔週

訪問介護

jl

短期入所6か月に3週

福仕用具貸り･-　　徘徊感知器

例

訪問型通所サービスの利用が不可能な場合(訪問サーﾋﾞｽによる組み合わせ)

月　Ｕ 火回 圧回氷． 木皿゛ 二食匹･ ｜　土 ・、晋

訪問看護 訪問看護
言言

……

W♂♂♂♂♂♂　　四
回黙示

;ZZ穴l｀､;.､aかにZZZ
黙示］

煕凹､匹､･回ぶ縦

訪問介護 訪問介護訪問介護 訪問介護 訪問介護

言jj゛゛ 一
訪問リハ

訪問入浴

　(隔週)

１午

白後 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介腹 訪問介護

(巡回型) ぐ巡回型） (巡回型) (巡回型) (巡回型) (巡回型) (巡[印影

短期入所6か月に3週

ia祉用旦貸与　　車イス、特殊寝台、マットレス、エアーパッド

Ｄ
例

医療型医療の必要性の高い方(週３回の訪問看護を含む組み合わせ)

………月二回 ･］火万 大水 木TK 言爪蛮呂回 l呂土肖 ゛｀゛日゛゛

千

L

前

前

… … … …
京

J U

… … …

り ; . ; . . ; . l a a ､ . Z Z Z . ゛ g ｀ l

言

.

紅 炎 | |

訪問介護 訪問介護訪問介護 訪問介護 訪問介護

訪問リハ 訪問着謨

% ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ' 感 　 % % % % % % % ? ♂ ♂ ♂
示 寂

沼 脳 斑 斑 辺 ﾐ ﾐ 匹 斑 斑

訪問看護 訪問看護

言言記述

剛一Ｈ匹
説 橋 爪

S ; % ゛ ｀ U ｀ l ｀ ゛ ゛ ; ゛ % % 汐 I U U

訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護

(巡回型) (巡回型) (巡回型) (巡回型) (巡回型) (巡回豹 (巡回型)

短期入所6か月に3週

福祉用具貸与　　車イス、特殊寝台、マットレス、エアーバット

介護保険制度施行を２年後に控えて、壬生町は施設整備や

ホームヘルパー養成に力を入れています。　（問合せ先･�81-183o町福祉課

◇老人福祉施設

　①特別養護老人ホーム　しもつけ荘

　　　　　　　　　　　　　　　　（86）0177

　②老人保健施設　みなと荘　（86）3500

　③デイサービスセンター　　（86）0177

　④在宅介護支援センター　　（86）3579

　⑤のぞみホーム（デイホーム）（82）7204

◇ホームヘルパー研修

　●平成10年度47名研修修了

　●平成11年度30名研修予定

　●平成11年度30名研修予定

５

(3級)

(3級)

(2級)

高齢福祉帽

平成11年開設予定の

　デイサービスセンター

「在宅介護支援センター」完成予想図
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町
政
に
つ
い
て
、
町
長
と
自
治
会
長

が
意
見
を
交
わ
す
「
町
政
懇
談
会
」
が

Ｈ
月
Ｈ
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
清
水
町
長
よ
り
、
現
在
町
が
進
め
て

い
る
「
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」

な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
自
治
会
長
の

方
々
か
ら
質
問
や
意
見
、
要
望
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。教

育
功
労
者
を
表
彰

　
町
の
教
育
功
労
者
を
表
彰
す
る
壬
生

町
教
育
文
化
祭
が
Ｈ
月
2
0
日
、
中
央
公

民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
表
形
式
で
は
、
長
年
町
に
勤
め
た
教

育
関
係
職
員
や
、
教
育
振
興
の
た
め
の

寄
附
を
さ
れ
た
方
な
ど
の
教
育
功
労
者

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
あ
と
、
日
光
来
照
宮
の

禰
宜
（
ね
ぎ
）
を
つ
と
め
る
高
盛
時
悛

さ
ん
に
よ
る
「
世
界
の
文
化
遺
産
・
日

光
来
照
官
の
謎
」
と
題
し
か
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

南犬飼中学校

㎜一一一圓･l廳嘔i隨101嘔裂票l喘謳諭扁一に1諸昶･l71SIS:::l 一ｈ鴎ｿﾞｺﾞ゛
　10月31日に行われた、南犬飼中学校（新沼隆三校長）の学校祭

「輝光祭」で、３年生の有志がこの日のために練習を重ねてきた三味

線、尺ハ、琴の邦楽演奏がステージで披露され、喝采を浴びていま

した。

人
権
擁
護
の
功
績
に
よ
り
表
彰

　
Ｈ
月
2
5
日
、
宇
都
宮
市
内
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
、
「
栃
本
県
人
権
擁
護
委

貝
連
合
会
犬
会
」
の
席
上
、
国
民
の
人

権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
本
町
の
大
森

忠
人
権
擁
護
委
員
が
宇
都
宮
地
方
法
務

局
長
か
ら
、
ま
た
、
高
橋
弘
行
人
権
擁

護
委
員
が
、
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
な
お
、
本
年
は
「
世
界
人
権
宣
言
」

並
び
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
創
設
5
0
周

年
に
あ
た
り
、
お
二
人
の
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

マロニエとちぎ緑花祭２０００

第17回全国都市緑化とちきフェア

ぱなぱな

６



桐林和賀子さん

　六美町婦人会の押し絵教室で指導をしてい

る相称和賀子さん（六美可北部）から、「町

民の皆さんに百人一首に親しんでほしい」と、

百人一首の押し絵十首が可教育委員会に寄贈

されました。

　寄贈された押し絵は、町生涯学習館に展示

されています。

堡澄唇人厖鹿屋屈回彫顛

今呻ぴ匹加之碇4U加話説内腿u訂

　　世界人権宣言採択50周年を記念して、宣言

　の意義をあらためて広く県民に訴える、県、

　宇都宮地方法務局、県人権擁護委員連合会主

　催のキャンペーン隊が、Ｈ月30日に町役場町

　長室を訪れました。

　　国運人権高等弁務官のメッセージなどが読

　みあげられた後、清水町長が一行にあいさつ、

　署名旗にサインをしました。

青木延明さん(壬生高教・重量挙げ)

アでジア庶出訥辿ド屈姻
　Ｈ月21日～23田こ熊本県で行われた、第35

回全［］本社会人重量挙げ選手権大会に出場し

た青水辺明さん（壬生高校教諭）が、1o5kg

超級のジャークで212.5kgの日本新記録を樹

立し、合計でも372.5kgを挙げて優勝しまし

た。なお、青木さんは12月７日から、タイの

バンコクで行われた第13回アジア競技大会に

出場しました。

tJ・f●ﾌｦI万万こ
　茨城県石下町で、11月14田こ決試合が行わ

れた「第３回篠山本挽き唄全国犬合」で、本

町の出井払ﾈさん汀稲葉）が、全国から集

まった200名を超える参加者の中で、みごと

優勝しました。

　「篠山本挽き唄」は､石下町発祥の､全国の

民謡愛好家に親しまれている郷土民謡です。

フ



城内
山□

密達者　　ソ

　カッフル椎

正三さん(84)

マサさん(80)

自㈲崖

壬生中学校3年

　　根津　照美

夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
紆

　野生のイルカを見てみたい

北小林　　岩崎　朋美さん

　海の見える所が好きだという朋美さんは、横浜や神

戸などに旅行することが多く、そのほか、近県の温泉

にもよく出かけます。

　また、各地の水族館を見て歩くことも趣昧のひとつ

で、「いつか、野生のイルカを見てみたい」という夢

を持っています。

時　計

壬生中学校2年

　　寺内　智史

肌
◎
⑩
昌

８



ふれあ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
共
に
元
気
に
趣
味
に
打
ち
込
ん
で

い
る
山
口
正
三
さ
ん
・
マ
サ
さ
ん
夫

妻
。

　
大
正
３
年
生
ま
れ
の
正
三
さ
ん
は
、

稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

東
京
の
製
短
所
に
勤
め
ま
し
た
。

　
大
正
７
年
に
生
ま
れ
た
マ
サ
さ
ん

は
、
壬
生
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
家
事
手
伝
い
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
お
二
人
は
昭
和
1
6
年
に
結
婚
し
、

2
5
年
に
壬
生
に
戻
っ
た
正
三
さ
ん
は

郵
便
局
に
勤
務
、
昭
和
り
一
年
ま
で
の

2
7
年
間
郵
便
事
業
に
携
わ
り
、
郵
政

功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
自
治
活
動
に
尽
力
、
現

在
は
、
自
転
車
で
近
く
の
黒
川
な
ど

に
出
か
け
て
釣
り
を
し
た
り
、
盆
栽

を
楽
し
む
な
ど
、
趣
味
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
週
３
囲
の
練
習

に
参
加
し
て
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、

３
級
審
判
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　
マ
サ
さ
ん
の
趣
味
は
生
け
花
で
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
て
い
る
教
室

に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
今
で
も
、
医
者
に
は
ほ
と
ん
ど

か
か
り
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
正
三
さ
ん

の
健
康
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い
せ
ず

に
何
で
も
食
べ
る
こ
と
で
す
。

チピッ子アJI.ハムぶ/Vｚぶ｀･ぶり唸ｙ､公ご7X分

一

青
歩
年
健
全
育
成
鋪
道
錬
成
大
会

　
　
　
　
　
剣
士
た
も
が
熱
戦
を
展
開

　
野
少
年
剣
道
教
室
育
成
会
（
鈴
木
健

一
会
長
∇
王
催
の
第
2
8
回
青
少
年
健
全

育
成
剣
道
錬
成
大
会
が
1
0
月
Ｈ
日
、
町

総
合
運
動
場
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
を
け
じ
め
、
石
橋

小
山
、
栃
木
等
近
隣
市
野
の
剣
道
教
室

の
小
・
中
学
生
約
4
0
0
名
が
参
加
し
、

個
人
戦
３
種
目
、
団
体
戦
２
種
目
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
の
試
合
も
日
ご
ろ
の
鍛

練
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
　
　
績

【
個
人
戦
】

◇
小
学
２
年
生
以
下
の
部

優
　
勝
　
石
滓
健
太
　
（
青

準
優
勝
　
豊
田
敦
史
　
♀

◇
小
学
３
・
４
年
生
の
部

優
　
勝
　
渡
辺
直
斗
　
（
岩

準
優
勝
　
諏
訪
有
加
　
（
養

◇
小
学
５
・
６
年
生
の
部

雲

館

心

生

剣Ｗ

舟

剣－

心

館－

優
　
勝
　
早
乙
女
延
弘
（
栃
木
武
徳
殿
）

準
優
勝
　
小
林
慎
平
　
（
栃
木
武
徳
殿
）

「
団
体
戦
」

◇
小
学
生
団
体
の
耶

優
　
勝
　
養
心
館

準
優
勝
　
蔵
の
街
剣
志
会

第
３
位
　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
Ａ

第
３
位
　
小
山
武
道
館
剣
心
会

◇
中
学
生
団
体
の
部

優
　
勝
　
壬
生
中
学
校
Ａ

準
優
勝
　
南
犬
飼
中
学
校
Ａ

第
３
位
　
壬
生
中
学
校
Ｂ

腸営壬生住宅）
昌行さん

由希さん

け歳）

伊沢

しょう

翔ちゃん

　　　　(父)

　　　　(母)

お母さんから一言

“元気で優しい子になってネ”

　
ふ
と
ん
で
一
服
・
…
寝
た
ば
こ
が
習
慣

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
寝
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
が
怖
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど
寝
入
っ
た
頃

に
発
生
す
る
か
ら
で
す
。
今
ま
で
も
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
寝
室
に
は
灰
皿
を
置
か
な
い
こ
と
。

灰
皿
に
は
い
つ
も
水
を
入
れ
て
お
く
こ
と
。

愛
煙
家
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
家
族

を
守
る
住
宅
防
火
の
ル
ー
ル
で
す
。

９

危
な
い
寝
た
ば
こ

ー
や
め
ま
し
ょ
う
。
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町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
、
団
員

2
0
3
名
）
の
通
常
占
検
が
Ｈ
月
2
3
日
、
壬

生
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
の
消
防
関
係
者
等
の
来
賓
が
見

守
る
中
、
人
員
・
服
装
点
検
、
消
防
ポ

ン
プ
な
ど
の
機
械
器
具
点
検
、
永
年
勤

読
者
や
消
火
協
力
者
等
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
黒
川
河
川
敷
に
場
所
を
移
し
て
の
放

水
点
検
に
読
い
て
、
蘭
学
通
り
（
壬
生

大
通
り
）
を
分
列
行
進
し
、
点
検
を
終

ｆ
し
ま
し
た
。

表
　
彰
（
敬
称
略
）

　
　
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
勤
続
章
　
2
0
年

　
　
　
　
　
　
扇
団
長
　
　
石
井
誠
一

　
　
栃
木
県
消
防
協
会

　
　
　
　
下
都
賀
支
部
長
表
彰

吾
功
績
章

　
　
第
１
分
団
第
３
部
団
員
荒
川
信
之

若
勤
続
章
　
５
年

　
　
第
２
分
団
扇
分
団
長
　
荒
川
安
男

　
　
［
第
１
分
団
一

　
　
　
　
　
第
１
部
団
員
　
半
井
守
一

　
　
　
　
　
第
２
部
団
団
］
　
林
　
政
行

　
　
　
　
　
第
４
部
団
団
］
　
栃
木
　
功

　
　
　
　
　
第
４
部
団
員
　
鈴
木
春
夫

　
　
　
　
　
第
４
部
団
目
］
　
椎
名
　
悟

ｌ

【
第
２
分
団
】

　
　
　
　
第
２
部
班
長

　
　
　
　
第
３
部
部
長

　
　
　
　
第
３
部
班
長

　
　
　
　
第
３
部
団
員

　
　
　
　
第
３
部
団
員

　
　
　
　
第
３
部
団
員

【
第
３
分
団
】

　
　
　
　
第
２
部
部
長

　
　
　
　
第
２
部
団
員

　
　
　
　
第
３
部
部
長

　
　
　
　
第
３
部
班
長

　
　
　
　
第
４
部
部
長

　
　
　
　
第
４
部
班
長

小
貪
基
靖

荒
川
敏
幸

高
橋
健
也

奈
良
三
男

赤
羽
根
多
一

石
川
　
茂

壬
生
町
長
表
彰

●
功
績
章

　
　
第
１
分
団
第
３
部
団
員

●
勤
続
章
　
2
0
年

荒
川
信
之

宮
内
見
司

神
水
勝
宏
　
　
４
平
成
９
年
度
退
団
者

荒
川
佳
久

　
　
（
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
に
同
且

●
勤
続
章
　
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
ド
都
賀
支
部
長
八
彭
に
㈲
且

●
優
良
孫
及
び
努
力
賞
の
孫

　
　
【
優
良
孫
一

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
孫

・
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
４
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
孫

　
　
【
努
力
賞
の
孫
一

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
２
孫

・
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
２
孫

感
謝
状

●
永
年
勤
続
消
防
団
員
夫
人

　
副
副
長
石
井
誠
一
令
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
久
子

梁
高
原
智
　
ほ
か
5
2
名

斎
藤
　
正
　
　
鴉
・
防
火
貯
水
槽
上
地
提
供
者

粂
川
彰
徳

臼
井
英
寛

ヽ 一

岡
谷
地
区
　
　
古
葉
義
則

国
谷
地
区
　
　
化
成
院

国
谷
地
区
　
　
田
中
伸
夫

国
谷
地
区
　
　
高
山
一
男

　
　
　
　
国
谷
地
区
　
　
粂
川
賢
一
郎

　
　
　
　
福
和
田
地
区
　
　
山
蛸
健
一

●
消
防
器
具
置
場
土
地
協
力
者

　
　
　
　
七
ツ
石
地
区
　
　
江
田
光
時

●
消
火
協
力
者

　
　
　
　
大
師
町
地
内
　
　
軽
部
哲
朗

　
　
　
　
六
美
地
区
　
　
　
伊
沢
利
隆

　
　
　
　
六
美
地
区
　
　
　
山
中
　
明

　
　
　
　
六
笑
地
区
　
　
　
鈴
本
　
繁

J………………西高野地区諏訪神社例祭．

　１１月１５日、西高野地区で諏

訪神社例祭が行われ、地元の小学

生らがお囃子で、祭りを盛り上げ

ました。

　地元育成会では、非行のない健

全な子供を育成しようと、E］の出

連（出井正一会長）の指導を受け

１年前からお囃子の練習を続けて

きました。

　今年の祭りは、諏訪神社公園の

整備も完了したことから、この場

所で、練習の成果を発表しようと

行われたもので、この日は、父兄

も参加し、例年になく賑やかな祭

りとなりました。
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勝
機
藤
雄
ミ
涙
昌
デ

　
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

『
遊
学
塾
』
設
立
５
周
年
の
記
念
式
典

な
ど
が
1
0
月
2
4
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
塾
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
企

。
由
∵
運
営
を
行
な
っ
て
お
り
、
現
在
、

1
4
の
各
種
講
座
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
設
立
当
初
よ
り
「
詩
吟
講

座
」
を
指
導
な
さ
っ
て
い
る
吉
田
秋
蛍

さ
ん
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長
か

ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宇
都
宮
大
学
生
涯
学
習
教
育

ヤ
ノ
タ
ー
専
任
講
師
を
迎
え
て
の
「
生

涯
学
習
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
う
っ
た
え

心

る
記
念
講
演
、
各
講
座
の
作
品
展
・
発

表
会
、
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
社
団
法
人
栃
木
法
人
会
（
天
野
隆
一

分
校
、
毛
塚
悛
照
壬
生
地
区
会
長
）
よ

り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
車
い
す
３

合
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
現
在
、
5
9

合
の
車
い
す
を
貸
出
の
た
め
保
有
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
車
い
す

を
併
せ
て
、
福
祉
の
た
め
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

－ 一 一 一 一

化祭

　㎜㎜･㎜･ ･･-･

文八美町

　　■■　　　　－

心／

第18回六美町文化祭が11月７日・８日の

両日、六美会館で開催されました。

　書画、写真、手工芸、俳句など140名の

方々の作品を展示、同会館での生涯学習の

成果が発表されました。

　
上
町
天
狗
杉
班
（
大
関
勇
班
長
）
で

は
、
Ｈ
月
８
日
国
道
3
5
2
号
緑
洽
い
の

花
壇
に
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
の
植
え
付

け
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
1
2
年
の
緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
、
地

元
班
内
か
ら
1
0
人
が
参
加
し
、
色
と
り

ど
り
の
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
約
２
。
０
０

０
本
の
植
え
つ
け
を
Ｉ
日
か
け
て
行
い

ま
し
た
。

寄
　
　
付
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

匿
　
名
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
１
万
円

東
武
ガ
ス
㈱
壬
生
営
業
所
様
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
４
干
４
８
８
円

匿
　
名
①
　
　
　
　
　
　
　
金
１
千
８
１
７
円

壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
柾
⑧
　
　
　
　
金
１
万
円

頂
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部
様
⑧
　
金
５
万
円

壬
生
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
３
ア
６
円

壬
生
町
民
の
会
様
①
　
　
　
　
金
６
万
８
千
円

壬
生
町
菊
花
会
様
②
　
　
　
　
　
　
金
１
万
円

中
村
ロ
ク
様
①
　
　
　
　
　
金
２
万
３
３
４
円

ダ
ン
ス
木
曜
会
様
③
　
　
　
　
　
　
金
５
千
円

狸
協
医
科
大
学
病
院
外
来
看
護
婦
一
同
様
①
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首府
　
　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

い
づ
こ
よ
り
入
り
来
た
り
し
蝸
牛
大

き
く
育
て
と
本
に
戻
し
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

海
鳴
り
の
き
こ
ゆ
る
里
に
育
ち
し
が

は
や
幾
年
ぞ
老
境
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

丸
木
橋
へ
か
ら
み
て
渡
る
つ
る
草
の

生
き
る
力
の
た
く
ま
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

母
逝
き
て
七
年
過
ぎ
し
里
の
家
鴨
居

の
写
真
笑
み
て
む
か
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

俳

句

青
き
眼
の
父
が
手
を
ひ
く
七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

い
わ
し
雲
誦
ん
じ
て
み
る
九
九
の
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

ね
こ
車
和
尚
押
し
ゐ
て
夕
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

つ
づ
ら
祈
り
干
草
の
紅
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
愛
子

i

,

1



申
告
書
等
は
ご
自
分
で
記
載
し
、
早
め

に
郵
送
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
Ｉ
・

　
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
は
、
原

則
と
し
て
本
人
が
ご
記
入
い
た
だ
く

も
の
で
す
の
で
、
ご
本
人
が
記
載
し

た
う
え
で
、
期
限
内
の
早
い
う
ち
に

税
務
署
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
等
は
郵
送
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
栃
木
税
務
署
個
人

課
税
部
門
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
な
ど
の
記
載

の
仕
方
に
つ
い
て
ご
相
談
の
あ
る
方

は
、
２
月
1
6
日
か
ら
２
月
2
6
日
ま
で

　まちのうごき

　　　　　12月１日現在

総人口　40,023人　（△17）

　男　19,764人（△６）

　女　20,259人（△11）

世帯数　12,817世帯（△５）

　　　　（　）内は前月比

に
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
期

限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
が
大
変
混

雑
し
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
署
の
会
場
で
申
告
さ
れ
る

場
合
も
、
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
は

ご
本
入
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
記
入
で
き
る
と

こ
ろ
は
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

（
所
得
税
の
他
見
中
西
は
、
正
し
く
お

　
旱
め
に
１
２
月
1
6
日
～
３
月
1
5
日
》

　
　
　
　
　
（
ト
・
目
接
目
は
閉
庁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
木
税
務
署

にが　　●　●
納大納　国　　町
付変期　民　　県し込限　年　　毘
まみ間．､､全一税
年郷士

　゜な順　？

言言旦　旦

１
月
の

納
税
等

郷
土
の
人
々

斎
藤
玄
昌
（
さ
い
と
う
げ
ん
し
ょ
言

一
八
○
九
（
文
化
六
）
上
八
七
二
萌
流
言

ド
野
面
医
学
の
導
入
費
・
壬
生
蕃
医

　
斎
藤
玄
昌
先
生
の
功
績
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
教
育
委
員
会
で
確
認
す
る

以
前
に
壬
生
町
民
の
手
に
よ
っ
て
斎
藤

玄
昌
が
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
先
日
、
今
市
在
住
の
方
か
ら
昭
和
十

一
年
六
月
五
日
付
の
「
下
野
新
聞
」
に

玄
昌
先
生
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
の
情

報
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の
記
事
は

。
尊
徳
翁
危
篤
‘
に
馳
せ
た

　
名
医
・
斎
藤
一
瓢

　
　
　
　
更
生
指
導
の
講
習
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
墓
碑
壬
生
で
発
見

の
見
出
し
で
は
じ
ま
り
、
そ
の
内
容
は

「
本
県
主
催
の
町
村
更
生
指
導
者
講
習

会
に
出
席
し
た
講
習
員
が
講
師
の
話
に

よ
っ
て
奇
し
く
も
二
宮
尊
徳
翁
が
病
篤

き
時
病
床
に
侍
っ
た
医
師
斎
藤
玄
昌
氏

の
墓
碑
が
発
見
さ
れ
た
。
下
都
賀
郡
壬

生
町
青
年
学
校
教
諭
津
久
井
万
古
氏
は

去
月
廿
日
よ
り
横
浜
駅
前
新
興
倶
楽
部

に
開
催
中
の
前
記
講
習
会
は
佐
々
井
先

生
を
講
師
と
し
て
報
徳
主
義
の
普
及
徹

底
と
地
方
の
更
生
振
興
に
就
い
て
挙
行

さ
れ
て
い
る
が
、
佐
々
井
先
生
か
ら
左

記
講
習
の
一
節
よ
り
名
医
斎
藤
玄
昌
氏

は
津
久
井
君
の
地
に
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

早
速
学
校
へ
照
会
し
て
調
査
さ
る
之
よ

う
と
申
さ
れ
た
今
回
開
校
へ
通
知
さ
れ

た
が
山
崎
良
雄
著
『
実
話
二
官
金
次
郎
』

一
節
に
よ
れ
ば
其
の
七
十
才
の
安
政
三

年
十
月
に
な
っ
て
金
次
郎
の
病
気
は

段
々
重
く
な
り
当
時
名
高
い
斎
藤
玄
昌

と
い
ふ
良
い
医
者
を
九
里
も
あ
る
壬
生

村
か
ら
迎
え
て
色
々
手
当
を
し
た
が

益
々
悪
く
な
る
ば
か
り
（
中
略
）
翁
は

今
市
駅
に
於
け
る
幕
府
の
官
舎
で
二
十

日
午
前
十
時
長
逝
さ
れ
た
云
々
と
の
事

に
平
野
校
長
松
田
教
諭
は
直
ち
に
各
方

面
に
亙
り
細
密
な
る
調
査
を
行
っ
た
結

果
仲
通
り
町
禅
宗
常
楽
寺
に
玄
昌
医
師

の
墓
碑
を
発
見
し
た
が
正
面
に
『
斎
藤

一
瓢
之
墓
』
と
記
さ
れ
両
側
面
に
は
略

歴
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
先
代
か
ら
鳥
居

公
の
御
匙
頭
と
し
て
仕
へ
野
州
に
於
て

医
界
の
泰
斗
と
仰
が
れ
漢
方
医
な
る
も

研
究
心
旺
盛
に
て
所
謂
洋
医
を
取
入
れ

て
一
新
軌
軸
を
作
り
国
手
を
自
ら
任
じ

た
る
も
の
で
邸
宅
は
同
町
の
藍
田
ハ
重

吉
宅
に
て
子
運
に
恵
ま
れ
ず
三
女
俊
子

さ
ん
に
元
宇
都
宮
藩
士
佐
久
同
源
七
の

三
男
元
昌
氏
を
迎
へ
て
後
と
な
し
た
る

も
以
後
も
元
昌
氏
及
び
長
男
昌
太
郎
氏

も
遂
に
他
界
し
一
時
一
家
絶
つ
の
已
む

な
き
に
至
り
母
方
の
親
戚
旧
壬
生
藩
士

三
原
家
よ
り
養
子
を
迎
へ
て
斎
薄
氷
を

起
こ
し
現
戸
主
斎
藤
四
郎
氏
は
現
在
神

戸
市
須
磨
区
に
往
み
実
業
家
と
し
て
成

功
し
て
い
る
と
尚
略
歴
は
左
の
如
く
で

あ
る
が
開
校
で
は
墓
碑
を
拓
本
し
略
歴

の
印
刷
物
を
添
へ
て
佐
々
井
先
生
へ
送

付
し
た
」
〈
原
文
の
ま
ま
〉

と
あ
り
、
玄
昌
先
生
の
功
績
な
ら
び
に

名
医
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
壬
生
町
で
は
残
念
な
が
ら
昭
和
十

一
年
以
降
は
斎
藤
玄
昌
先
生
に
ま
つ
わ

五
日
伝
な
ど
は
一
切
語
り
継
が
れ
る
こ

と
な
く
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
町
民
の
皆
様
の
手
で
永
く
玄
昌

先
生
の
功
績
を
称
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

斉藤玄昌の墓

　　　　(常楽寺)

斉藤玄昌邸（『大日本博覧図』よ引

※現在の仲通町・日向野氏宅

12


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


